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こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が

　
　
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

《
子
育
て
を
応
援
す
る
市
の
サ
ー
ビ
ス
》

令
和
８
年
度
新
規
事
業

★
不
妊
治
療
費
助
成

　
不
妊
治
療
を
受
け
た
人
で
、
治
療

開
始
日
（
医
師
の
治
療
計
画
書
に
同

意
し
た
日
）
が
令
和
８
年
４
月
１
日

以
降
の
人
を
対
象
と
し
て
、
保
険
適

用
と
な
る
治
療
費
の
自
己
負
担
額
の

一
部
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成
。

★
妊
産
婦
ア
ク
セ
ス
支
援
助
成

①�

住
所
地
か
ら
最
も
近
い
産
科
医
療

機
関
ま
で
片
道
20
㎞
以
上
の
距
離

が
あ
る
妊
産
婦
へ
の
交
通
費
（
上

限
３
万
円
）
を
助
成
。

②�

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に
通

院
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
へ
の

交
通
費
・
宿
泊
費
（
上
限
10
万
円
）

を
助
成
。

★
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン

　
妊
娠
28
週
０
日
か
ら
妊
娠
36
週
６
日

ま
で
の
妊
婦
を
対
象
に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
実
施
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
☞

　
そ
の
他
、
子
ど
も
や
妊
産
婦
向
け
の

教
室・健
診
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
別
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
市
H
P

か
ら
☞

【
た
き
ざ
わ
子
育
て
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
市
の
保
健
師
・
助
産
師
が
対
応
す
る

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

☎
6
8
7・
6
5
1
1
（
平
日
午
前
8

時
半
～
午
後
５
時
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
６・
６
５
２
６
→
妊
娠
・
出
産
・

乳
幼
児
健
診
・
子
ど
も
の
予
防
接
種
な

ど
に
関
す
る
こ
と

☎
６
５
６・
１
３
７
７
→
養
育
や
し
つ

け
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と

新★
産
後
ケ
ア
利
用
時
の
上
の
子
の
一

時
預
か
り
利
用
料
助
成

　
産
後
ケ
ア
利
用
時
に
未
就
園
の
上

の
子
が
一
時
預
か
り
を
利
用
し
た
際

の
利
用
料
金
の
一
部（
上
限
５
千
円
）

を
助
成
。
助
成
回
数
は
４
回
ま
で
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
母
子
保
健
や
児
童
福
祉
な
ど
の
専
門
的
な
職
員
が
連
携

し
て
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
中

実
施
期
間　
６
月
１
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
土
）

肝がんの原因
その他

B型肝炎

C型肝炎

C型肝炎
60%B型肝炎

15%

その他
25%

出典：日本肝臓学会肝がん白書
　　　平成 27年度

指定医療機関 電　話
特定
長寿
基本

若年
者

栃内第二病院 684－ 1111 △ △

飯島医院 684－ 1001 〇 〇

滝沢中央病院 684－ 1151 〇 〇
かなもり神経科内科
クリニック 684－ 2777 △

植田内科消化器科医院 643－ 5511 〇

ゆとりが丘クリニック 699－ 1122 〇 △
木村内科ハートクリ
ニック 699－ 1260 〇 △
こんの神経内科・脳神経
外科クリニック 699－ 1111 △ △

あべ整形外科医院 688－ 1600 △※

髙橋内科胃腸科クリニック 688－ 8111 〇 〇

杉江内科クリニック 656－ 9177 〇 〇

●市の指定医療機関と健診一覧●

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
は

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
は
、
人
の
肝
臓
の

細
胞
に
感
染
し
、
肝
臓
の
炎
症
を
引
き

起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
Ａ
型
か
ら
Ｅ
型

ま
で
あ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
と
Ｃ
型
肝
炎
は

肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
進
行
す
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
は
、
Ｂ
型
と
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
万
人
ほ
ど
い
る
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
対
象

　
40
歳
以
上
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
人

●
「
陽
性
」
な
ら
必
ず
精
密
検
査
を

　
肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」と
言
わ
れ
、

進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

い
臓
器
で
す
。

　
現
在
日
本
に
は
、
肝
炎
の
治
療
が
必

要
な
状
態
で
も
未
治
療
の
人
が
、
Ｂ
型

肝
炎
で
約
90
万
人
、
Ｃ
型
肝
炎
で
約

80
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う
と
、
治
療
が

長
引
き
日
常
生
活
や
仕
事
に
も
支
障
が

生
じ
、
身
体
的
に
も
経
済
的
に
も
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
「
陽
性
」

と
い
う
結
果
が
出
た
ら
、
必
ず
肝
炎
の

専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
検
査
方
法

　

Ｂ
型
と
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

（
血
液
検
査
）

●
料
金

　
千
円
（
70
歳
以
上
の
人
、
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

●
前
立
腺
が
ん
と
は

　
前
立
腺
が
ん
は
近
年
増
加
し
て
い
る

男
性
特
有
の
が
ん
で
す
。
50
歳
ご
ろ
か

ら
増
え
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
罹り

か
ん患

数
が
増
え
る
の
が
特
徴
で
す
。

●
対
象

　
50
歳
以
上
の
男
性
（
昭
和
52
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※�

す
で
に
前
立
腺
疾
患
で
治
療
中
・
経
過

観
察
中
の
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
検
査
方
法

　
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
採
血
検
査
）

●
料
金

　
１
９
１
０
円
（
受
診
者
一
律
）

●
基
準
値
以
上
な
ら
必
ず
精
密
検
査
を

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
精
密
検
査
の
該
当
に

な
っ
た
場
合
は
「
前
立
腺
が
ん
検
診
結

果
連
絡
票
」
が
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
は
、
必
ず
専
門
医
療
機
関

を
受
診
し
、
経
直
腸
エ
コ
ー
や
前
立
腺

生
検
な
ど
の
精
密
検
査
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●�

特
定
・
長
寿
・
基
本
・
若
年
者
健
康

診
査
も
６
月
か
ら
開
始

　
各
健
診
の
対
象
者
な
ど
は
、
広
報
た

き
ざ
わ
５
月
号
と
じ
込
み
の
「
検
診
だ

よ
り
」
の
と
お
り
で
す
。
対
象
者
で
通

知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
若
年
者
健
診
の
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
健
康
づ
く
り
課
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
こ

ち
ら
☞

●
問
い
合
わ
せ
／
健
康
づ
く
り
課
（
☎

６
５
６・
６
５
２
７
）

〇…予約不要
△…要予約
※�あべ整形外科医院は、前年に同院で健診受診歴が
ある人のみ、窓口で予約が可能


